































は完成をみたとされている (佐々木, 1999)｡ アク
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すための準備的実験であるが, 刺激提示の仕方やトレースの計算方法, また刺激領域の確定の仕方, トレースの
時系列変化における区分の仕方といった方法論上の検討課題を得ることが出来た｡ また結果からは, 実際のトレー
ス行為がイメージの補完的な役割を果たしているのではないか, という示唆的な結果を得ることが出来た｡
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参 加 児：8歳 10ヶ月, 男児 1名
実験日時：2012年 8月 25日 9時より 45分間
装 置：解像度 1920×1080 dpi のディスプ
レー上 (21.5 inch) に HSP言語 (HSP 3.3) で 860
×460ドットのウィンドウを設け刺激対を提示｡
画面までの距離は約 45 cm｡ カーソルポインター
の形状は黄色のリング状 (32×32 px) に Real
World Cursor Editor (Miler & Miler, 2012) を
用いて加工し, リング中央は透明にした｡ カーソ
ルポインターのウィンドウ画面上の座標はほぼ
100 msec 間隔で px 単位により記録保存される
ように設定した｡ これによりどこを移動したかト
レース位置が時系列に記録された｡ 使用したマウ
スは 6×4.5×2.5 cmで光学式のものを使用｡ 参
加児は右利きであったのでマウスは右側に配置し
た｡ 使用した PCの OSはWindows 7｡
刺激と条件：対提示の刺激の内, 左の刺激は標
準刺激 (370×320 px) とし, 0度正立で提示し




180度は正像の対のみの 1通り), 海賊くん (180
度, 鏡像の対のみの 1通り), 計 6通りの条件を
用いた｡ 本研究では角度変数の比較が可能なバイ
キンマンくん (以降はwogと表記) について報告
する｡ 各刺激条件の試行は 180度正像 (wog 180),
90度鏡像 (wog 90 r), 90度正像 (wog 90), 180
度鏡像 (海賊くん), 135度正像 (wog 135), 135


























































































えた｡ 実際 100 msecごとに読まれた時系列デー
タでは, 全く同じ座標位置が連続する場合は約
200 msecかかることなる｡ 確かに認知的な意味
がある反応時間ではあるのだが, 200 msecや 300
msecの間隔では表示される情報量が多くなり判
読しにくかったので, 表示上 400 msecが妥当と
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を選択する (Mackworth & Morandi, 1967) と
いわれ, 実際に乳児期から, 視線は顔や特徴的な











があるが, Figure 4に例示したように, その中の
標準刺激を囲む円領域内を部分 A, 同じく比較刺
激を囲む円領域内を B (ともに半径px)
とし, 部分 Aや Bの内部にある円形の顔の部分
を A 2並びに B 2 (px) とし, Aや Bの内
部のマント及び尻尾の部分を含む領域部分を A 3
と B 3 () とし計算の対象とした (Figure
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激 Aと比較刺激 Bの領域, ならびに補
集合 (全体－(A＋B)) にあたるそれ以
外の領域, 標準刺激 Aの領域から顔の
領域 A 2を引いた部分が A－A 2と表記
されている｡ また, 刺激全体の配列は標
















それ以外の部分つまり, 総数－(A＋B), A－A 2
及び B－B 2, A－(A 2＋A 3) 及び B－(B 2＋B 3)
の 5領域のトレース数を求めた｡
得られた時間データ (Table 1) と各領域内のト
































条 件 初発までの時間 時 間 試行順序
wog 90 3169 89218 3
wog 90 r 4039 82880 2
wog 135 4036 27406 4
wog 135 r 766 65081 5
















A－(A 2＋A 3) B－(B 2＋B 3)
wog 90 818 449 221 148 211 113 238 108 8 6 230 102
wog 90 r 760 223 458 79 94 136 129 322 8 174 121 148
wog 135 252 100 82 70 19 67 81 15 0 3 81 12
wog 135 r 604 220 270 114 29 76 191 194 82 0 109 194
wog 180 515 188 198 129 13 19 175 179 19 32 156 147
Figure 5 部分領域：Aは標準刺激, A 2が顔, A















2) 標準刺激, 比較刺激とそれ以外 (部分 A,
Bと補集合)
標準刺激 (A), 比較刺激 (B) そして補集合で
もあるそれ以外 (総数－(A＋B)) の各領域に入っ





に比べて多く現れた (＝6.40, )｡ 標準






それぞれの顔 (A 2, B 2) と周辺領域とのトレー
ス数を比較検討した｡ 標準刺激の顔 (A 2) では
顔の周囲の方 (A－A 2) のトレース数が多く














顔 (A 2あるいは B 2) と顔周辺 (A－A 2ある














刺激内の顔 (A 2あるいは B 2) と, マント及







結果, マント・尻尾の領域 (A 3) とそれ以外の領






れる｡ すなわち顔 (A 2や B 2) そしてマント・
















度正像条件であるが,時間 (msec) と約 100 msec
間隔で得られた座標間の距離 (px) についての











































































図 6から活動は低下しているように見えるが, わずかずつながら ｢マ













































































(Estes, 1998 ; Foulkes & Hollifield, 1989 ; Snow
& Strope, 1990)｡ 本課題を試行した子どもから
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Pilot Study for Trace Indication at the Matching Task
Mitsuru Noda
Abstract
The active relation to the stimulation is important aspect for dissolve the riddle of cognitive
development. We have investigated which areas were searched to resolve the matching task with
8-year-olds. Although this was preliminary experiment to find out the psychological meanings in
the trace by the cursor-pointer, we had the several trial results for the way of the stimulus pres-
entation, calculations of the trace, determination of the area of stimuli, and the segment on the
temporal sequence. Results suggested that the actual trace behavior implicitly play a complemen-
tary role for imagery operation.
Keywords : trace, mouse, pointer, active touch, search
